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厳重注意・問責決議などについて厳重注意・問責決議などについて

一般質問における不穏当発言事案の
整理について 【議会運営委員会】

塩見聡議員が３月定例会で行なった一般質問「花火大会に対する市のかかわり方につい
て」が憶測と先入観に基づいた不穏当発言を含んでおり、行政への不安をあおり、個人
や団体の信用を傷つけ議会の秩序を乱すとして議会運営委員会で問題事案化されまし
た。この際、７会派のうち５会派が「問責に該当する」、１会派が「第三者的視点での検証が
必要」、１会派が「問責には当たらない」としました。

※不穏当発言…議会の会議等の場において、不適切とされる発言全般を指す。具体的には、無礼な言葉遣い
や他人のプライバシーに踏み込む発言、事実に基づかない発言などが該当する。

議員４名への厳重注意 【文書】
荒川浩司議員、小原彰紀議員、 水谷タツヤ議員、塩見聡議員が「新文化ホール再検討の
進め方に関する要望書」を執行機関に提出したことについて、全議員協議会の中で田渕
裕二議長（当時）により厳重注意が行われました。
①新文化ホールについては現在、「再検討委員会」において検討が進められており、議会
はそれを尊重し受け止める体制を作るべきであるにも関わらず議長に報告なく要望書
を提出したこと
②要望書の内容は不明確な根拠をもとに関係者の名誉を傷つける文言を含んでいたこと
の主な２点が、市民の行政に対する不信感をあおり市の信用を失墜させることにつなが
るものと、議長による文書が出されました。

議員に対する問責決議
 【本会議にて賛成多数で可決】

議長や議会運営委員会から指摘されてからも自己の正当性を主張して議会運営への協
力を示さなかったことは議会の秩序を守るべき構成員として不適切であり、地方自治法
に基づく誠実な職務遂行にも反するとして、反省と再発防止を求める問責決議がありま
した。反対討論３名、賛成討論５名の後、採決により賛成多数で可決しました。

議長の不信任決議
 【本会議にて賛成少数で否決】

田渕裕二議長（当時）に対し、①厳重注意が正当な根拠を欠くこと　②不穏当発言があっ
たとされる一般質問において議長（当時）が発言を止めなかったこと の主な２点を理由
とする不信任決議がありました。「表現の自由」の保障の観点から議員は市民の代弁者と
して自由に発言するべきであり、議長（当時）は議会の秩序と議員の活動を守る職責を果
たしていないとの主張に対して反対討論４名、賛成討論２名の後、採決により賛成少数で
否決しました。

令和７年４月２５日

令和７年５月１３日

令和７年5月２日

令和７年5月13日

厳重注意文書

録画配信

録画配信問責決議文
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厳重注意・問責決議などについて厳重注意・問責決議などについて
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必要」、１会派が「問責には当たらない」としました。

※不穏当発言…議会の会議等の場において、不適切とされる発言全般を指す。具体的には、無礼な言葉遣い
や他人のプライバシーに踏み込む発言、事実に基づかない発言などが該当する。

議員４名への厳重注意 【文書】
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議長の不信任決議
 【本会議にて賛成少数で否決】

田渕裕二議長（当時）に対し、①厳重注意が正当な根拠を欠くこと　②不穏当発言があっ
たとされる一般質問において議長（当時）が発言を止めなかったこと の主な２点を理由
とする不信任決議がありました。「表現の自由」の保障の観点から議員は市民の代弁者と
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録画配信
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5月臨時会で決まった主な案件
令和７年度一般会計補正予算（第２号）	 （万円未満切捨） 

◇コミュニティ助成事業（立原自治会、北一自治会への補助）	 500万円
その他

◇福知山市税条例の一部改正、福知山市都市計画税の一部改正
人事議案

◇監査委員の選任（１人）
議員提案

◇塩見聡議員に対する問責決議について

５月１３日から１６日までの４日間にわたって、５月臨時会を開催しました。
議長・副議長の選出、各委員会の構成を行いました。また、住民が自主的に行うコミュニティ活動に必要な設備など
の整備に対して、対象団体に補助金を交付するコミュニティ助成事業の補正予算を可決しました。
また、議員から提出された議長不信任決議案は否決、議員に対する問責決議案は可決されました。

6月定例会で決まった主な案件
令和７年度一般会計補正予算（第３号）（第４号）	 （万円未満切捨） 

◇住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業	 2億1491万円
◇調整給付金給付事業	 2億5345万円
◇ふくちやまプロモーション事業（動画等コンテンツ制作業務など）	 192万円
◇災害時資機材整備事業（災害時避難所運営等に必要な備蓄物や資機材の整備）	 806万円
◇ゼロカーボンシティ推進事業（調査業務など）	 418万円
◇民間保育所施設整備事業（みのりこども園、さつきこどものいえの整備費補助）	 1億9586万円
◇社会福祉法人等施設整備補助事業	 2547万円
◇新型コロナウイルスワクチン接種事業（定期接種に移行後のワクチン接種委託）	 5873万円
◇花火大会検証事業（安全対策にかかる補助金など）	 447万円

条例 
◇福知山市税条例の一部改正、福知山市営住宅条例の一部改正　ほか

その他 
◇財政調整基金の繰入れ（原油価格・物価高騰対策関連事業費の財源）
◇物品の取得（多機能型小型動力ポンプ付積載車、スクールバス、タブレット端末など）　ほか

６月３日から６月２５日までの２３日間にわたって６月定例会を開催しました。
この定例会では、国の原油価格・物価高騰緊急対策による住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業、調整給付金給
付事業や高齢者等が円滑に新型コロナワクチンを接種するための助成、様々な災害に対応するための資機材整備などの
補正予算を可決しました。また、議員から提出された予算組み替え動議は否決されました。
また、一般質問は６月１２日、１３日、１６日の３日間で行われ、１７人の議員が質問を行いました。

 

◇コミュニティ助成事業の補正予算を可決
◇議長、副議長、監査委員、各委員会構成などを決定
◇議員に対する問責決議を可決 （詳細はP2・3）

５月臨時会

◇住民税非課税世帯等臨時特別給付金などの「原油価格・物価高騰緊急
対策」や新型コロナウイルスワクチン接種事業など総額7億8122万円の
補正予算を可決

６月定例会

臨
時
会
・
定
例
会
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予算額 500万円

補正予算の審査内容の一部を掲載します。

【公園遊具】
・すべり台付きジャングルジム１基、　　
スイングシーソー２基を整備
【除雪機等】
・手押し型除雪機（大型）１台、法面用草
刈り機１台、充電式草刈り機、会議用
椅子、テーブルを購入

A

まちづくり
推進課

予算額 2億5345万円

予算額 5873万円

予算額 2億1491万円

令和７年度 補正予算審査（５月臨時会）

令和７年度 補正予算審査（６月定例会）

コミュニティ助成事業

原油価格・物価高騰緊急対策

新型コロナウイルスワクチン接種事業

住民が自主的に行うコミュニティ活動に必要な設備な
どの整備に対して、一般財団法人自治総合センターに
よる助成を活用し、対象団体に補助金を交付する事業

◇住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業
物価高の影響が大きい低所得世帯に対し、国の「重点支援地方交付金」を活用し、本市独自の支援策として
1世帯あたり1万８千円を支給

高齢者が円滑にワクチン接種できる体制を整備。また、
障害のある人がワクチン接種される場合には、本市独
自の助成制度により接種費用を補助

◇調整給付金給付事業
令和６年度税制改正を受け実施した所得税･個人住民税の定額減税において、減税しきれないと見込まれる
方へ給付金を支給したが、本来支給すべき金額に不足が生じる方などに対して不足額を支給

【対象団体と補助内容】
立原自治会 ： 公園遊具整備への補助  ２５０万円
北一自治会 ： 除雪機等購入への補助  ２５０万円 

公園遊具の種類、除雪機等購入
の内容は。Q

定期接種移行後のワクチン接種につ
いて、本市独自の助成制度の内容は。Q

給付事務委託業務の内容は。Q

定期接種に移行後、令和６年度は国の助成があったが、
令和７年度からは廃止となっており、助成制度は自治体
によって設定することとなっている。高齢者等が円滑にワ
クチン接種できるよう接種費用1件あた
り約１５，０００円の自己負担額を７，５００円
に、残りの約半分を市の負担としている。
また、市民税非課税世帯、生活保護世帯
等の接種費用は免除としている。

今回の給付では、申請審査システムの構築、コールセ
ンター業務、確認書の発送や給付金入力データの作
成など、給付事務をすべて一括して業者に委託する
方法を考えている。

A

健康医療課

A

社会福祉課

予
算
審
査
報
告



委
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審
査
報
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主
な
質
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を
掲
載
し
ま
す
。

　 

総
務
防
災
委
員
会

■
専
決
処
分
の
承
認
（
福
知
山
市

税
条
例
の
一
部
改
正
）

問
　
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
旧
来

の
登
録
済
み
原
付
バ
イ
ク
も
新
基

準
の
税
率
適
用
に
な
る
の
か
。

答
　
現
在
の
登
録
車
両
は
現
行
の

ま
ま
の
課
税
と
な
る
。
今
回
の
改

正
は
、
今
後
、
現
行
の
5
0
c
c

バ
イ
ク
が
、
1
2
5
c
c
の
出
力

は
あ
る
が
排
出
ガ
ス
規
準
を
ク
リ

ア
す
る
た
め
に
5
0
c
c
と
同
等

出
力
に
制
御
し
た
バ
イ
ク
に
置
き

換
わ
っ
て
い
く
こ
と
へ
の
対
応
で

あ
る
。

問
　
改
正
に
よ
り
税
収
に
及
ぼ
す

影
響
は
。

答
　
税
収
額
に
は
そ
れ
ほ
ど
影
響

は
な
い
。

反
対
討
論
、
賛
成
討
論

な
し

審
査
結
果

付
託
議
案

全
て
全
員

賛
成
で
承

認

　 

総
務
防
災
委
員
会

■
福
知
山
市
議
会
議
員
及
び
福
知

山
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙

運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
の
公

営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

問
　
改
正
単
価
は
全
国
一
律
か
。

答
　
他
の
自
治
体
の
単
価
は
承
知

し
て
い
な
い
が
、
本
市
は
物
価
変

動
な
ど
を
受
け
一
部
改
正
さ
れ
た

公
職
選
挙
法
施
行
令
に
準
じ
て
単

価
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

■
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

問
　
投
票
立
会
人
の
拘
束
時
間
は
。

答
　
選
挙
当
日
の
投
票
所
に
つ
い

て
は
13
時
間
、
期
日
前
投
票
所
に

つ
い
て
は
本
庁
が
8
時
30
分
か
ら

20
時
ま
で
、
支
所
が
8
時
30
分
か

ら
19
時
ま
で
で
あ
る
。

■
福
知
山
市
税
条
例
の
一
部
改
正

問
　
新
た
に
大
学
生
年
代
へ
の
特

別
控
除
が
創
設
さ
れ
た
が
、
福
知

山
市
の
地
方
税
も
減
少
す
る
の
か
。

答
　
特
定
親
族
特
別
控
除
の
創
設

な
ど
の
税
制
改
正
の
影
響
に
よ
り
、

令
和
8
年
度
以
降
の
地
方
税
は
減

少
す
る
こ
と
と
な
る
。

■
物
品
の
取
得
に
つ
い
て

問
　
簡
易
ト
イ
レ
（
電
動
型
）
の

使
用
方
法
は
。

答
　
電
動
型
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、

1
0
0
ボ
ル
ト
電
源
も
し
く
は
外

部
電
源
の
バ
ッ
テ
リ
ー
を
持
ち
、

ス
イ
ッ
チ
を
押
せ
ば
機
械
が
作
動

し
袋
を
密
閉
す
る
こ
と
に
よ
り
臭

気
を
防
ぐ
も
の
で
あ
る
。

反
対
討
論
、
賛
成
討
論

な
し

審
査
結
果

付
託
議
案
全
て
全
員
賛
成
で
可
決

　 

教
育
厚
生
委
員
会

■
物
品
の
取
得
に
つ
い
て
（
夜
久

野
小
学
校
用
ス
ク
ー
ル
バ
ス
2

台
）

問
　
更
新
後
の
古
い
バ
ス
は
ど
う

す
る
の
か
。

答
　
廃
棄
せ
ず
に
売
却
す
る
こ
と

で
可
能
な
限
り
財
源
確
保
に
努
め

る
こ
と
と
す
る
。

■
物
品
の
取
得
に
つ
い
て
（
小
中

学
校
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
）

問
　
端
末
管
理
用
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

6
，
6
2
6
台
、
学
習
支
援
用
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
5
，
7
6
2
台
の
内

訳
は
。

答
　
端
末
管
理
用
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
は
小
学
校
3
，
8
7
8
台
、
中

学
校
1
，
8
8
4
台
、
予
備
機

8
6
4
台
で
あ
る
。
学
習
支
援
用

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
つ
い
て
は
、
児

童
生
徒
分
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
購
入

す
る
台
数
で
あ
る
。
な
お
、
教
師

用
に
つ
い
て
は
今
回
含
ん
で
い
な

い
。

■
損
害
賠
償
の
額
に
つ
い
て
（
成

和
地
域
公
民
館
）
　

問
　
今
回
の
事
故
を
受
け
て
点
検

体
制
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答
　
鉄
扉
の
管
理
の
あ
り
方
に
つ

い
て
反
省
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
点
検
体
制
に
つ
い
て
は
全
公

民
館
に
情
報
共
有
を
図
り
、
生
涯

学
習
課
職
員
と
館
職
員
で
施
設
周

囲
、
施
設
内
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
市
の
管
理
下

で
の
事
件
事
故
に
つ
い
て
は
迅
速

に
情
報
収
集
に
努
め
、
待
ち
の
状

況
で
は
な
く
、
救
護
活
動
、
消
防

警
察
へ
の
連
絡
な
ど
の
対
応
を
行

う
と
と
も
に
、
被
害
の
拡
大
や
2

次
被
害
の
防
止
に
努
め
る
。

反
対
討
論
、
賛
成
討
論

な
し

審
査
結
果

付
託
議
案
全
て
全
員
賛
成
で
可
決

　 

産
業
建
設
委
員
会

■
福
知
山
市
営
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

問
　
三
和
菟
原
下
団
地
の
解
体
に

至
っ
た
経
緯
は
。

答
　
居
住
者
が
死
亡
さ
れ
、
親
族

が
家
財
道
具
等
を
撤
去
さ
れ
た
こ

と
に
基
づ
く
解
体
で
あ
る
。

問
　
敷
地
は
相
続
で
き
て
い
る
の

か
。

答
　
土
地
は
個
人
の
所
有
で
あ
り
、

相
続
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
。

反
対
討
論
、
賛
成
討
論

な
し

審
査
結
果

付
託
議
案
全
て
全
員
賛
成
で
可
決

５
月
臨
時
会

６
月
定
例
会

購入予定の車両と同型車のバス

現在使用しているタブレット型端末
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動議　福知山市議会議長不信任決議について

市会発議第7号　塩見聡議員に対する問責決議について

小原　彰紀
水谷　タツヤ

岩﨑　崇央
小原　彰紀
荒川　浩司

※討論の内容は、二次元コードよりご覧いただけます。

5月臨時会の議案に対する討論（詳細はP2、3）

議
決
結
果

福知山市
議会公明党

日本共産党
市会議員団 蒼士会 無所属・

維新議員団 新政会 対話の
時代

地域政党
ふくちやま

大
谷
　
洋
介

足
立
　
伸
一

吉
見
　
茂
久

吉
見
　
純
男

中
村
　
初
代

梶
原
　
秀
明

髙
橋
　
正
樹

野
田
　
晋
介

藤
本
　
喜
章

森
下
　
賢
司

塩
見
　
　
聡

岩
﨑
　
崇
央

中
嶋
　
　
守

小
松
　
遼
太

岡
野
　
天
明

片
山
　
正
紀

井
上
　
雄
一

イ
シ
ワ
タ 

マ
リ

田
中
　
法
男

荒
川
　
浩
司

小
原
　
彰
紀

水
谷 

タ
ツ
ヤ

− 福知山市議会議長不信任決議について 否
決 × × × × × × × × × 〇 〇 × × × × × × × 〇 〇 〇

市会発議
第7号 塩見聡議員に対する問責決議について 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × ×

○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対　欠：欠席
※田渕裕二議員（新政会）は議長職のため表決に加わっていません。（議第1号～3号、市会発議第7号）
※吉見茂久議員（福知山市議会公明党）は、議長職のため表決に加わっていません。（議第4号）
※足立伸一副議長（福知山市議会公明党）は、議長職のため表決に加わっていません。（福知山市議会議長不信任決議）
※塩見聡議員（無所属・維新議員団）は、除斥のため表決に加わっていません。（市会発議第7号・5月13日採決） 
※中嶋守議員（新政会）は、候補者のため表決に加わっていません。 （議第4号・5月14日採決）
所属会派は、5月14日現在

会派別議員名（議決結果）

議　案

■議員別賛否一覧（賛否が分かれた議案のみ賛否状況を記載しています）

5月臨時会の議決結果について

議第1号 令和7年度福知山市一般会計補正予算（第2号）

議第3号 専決処分の承認（福知山市都市計画税条例の一部
改正）

議第2号 専決処分の承認（福知山市税条例の一部改正）

議第4号 監査委員の選任（中
な か

嶋
じ ま

 守
まもる

さん）

■全員賛成で可決・承認となった議案

髙橋　正樹
大谷　洋介

小松　遼太
イシワタ　マリ

反 対

反 対

賛 成

梶原　秀明
野田　晋介
足立　伸一

片山　正紀
イシワタ　マリ

賛 成

議第5号から議第20号まで　令和7年度一般会計補正予算（第3号）　ほか

　6月定例会では、議員3名から一般会計補正予算案のうち、新型コロナウイルスワクチン接種事業に関
する経費をすべて削除することを求める「予算組み替え動議」が提出されました。
予算組み替え動議：提出された予算案を作り直し再提出することを市長に対して求めること

反 対 （議第5号）　 賛 成 （組み替え動議）
「ワクチン接種はリスクも大きい」	 小原　彰紀

　新型コロナウイルスワクチンの感染予防効果への疑
義、著しい健康被害の多さ、高齢者に集中する救済認
定という重大なリスク。国の方針転換も踏まえ、市に

6月定例会の議案に対する討論
※討論の内容は、討論内容をもとに各議員が作成しています。
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よる体制維持は再考するべき。接種は個人判断とし、
中立的な情報提供と相談体制の整備こそが自治体の役
割であり第5号議案に反対。

賛 成 （全議案）　 反 対 （組み替え動議）
「各議案とも適切であり賛成する」	 森下　賢司
　補正予算は、物価高に対応した給付金、福祉施設整
備への支援、都市部での福知山産品PR事業の予算、市
民有志による花火大会への支援など、市民生活の維持
とまちの活性化に資する予算計上と認める。
　また、職員の勤務時間と休暇の充実に向けた条例改
正や、消防力強化や教育環境充実への物品取得など妥
当であり、全議案賛成する。

賛 成 （全議案）　 反 対 （組み替え動議）
「奨励ではなく選択肢の確保」	 イシワタ　マリ

　新型コロナウイルスワクチン接種事業は、国の補助が
終了し高額となった今も希望する人の選択肢を保障する
ものであり、接種の奨励との誤解を与えない工夫を。
　副反応への不安の声もある中、市民自身が納得して
選択できるような啓発、相談対応や今後の補助制度設
計の研究を求めたうえで、すべての一般会計補正予算
案および全議案に賛成。

賛 成 （全議案）　 反 対 （組み替え動議）
「全議案賛成、組み替え動議に反対」	 足立　伸一
　全議案は必要な措置であり賛成する。新型コロナウ
イルスワクチン接種事業は希望者の任意接種に対応し
た市の助成事業であり、必要である。それを全額削除
せよとの組み替え動議は、事業根拠の調査もせず、
減額修正案を示すこともなく、賛同者増加の労もとら
ず、無責任なものである。PR目的のパフォーマンスと
映り賛同できない。

議
決
結
果

福知山市議会
公明党

日本共産党
市会議員団 蒼士会 無所属・

維新議員団 新政会 対話の
時代

地域政党
ふくちやま

大
谷
　
洋
介

足
立
　
伸
一

吉
見
　
純
男

中
村
　
初
代

梶
原
　
秀
明

髙
橋
　
正
樹

野
田
　
晋
介

藤
本
　
喜
章

森
下
　
賢
司

塩
見
　
　
聡

岩
﨑
　
崇
央

田
渕
　
裕
二

中
嶋
　
　
守

小
松
　
遼
太

岡
野
　
天
明

片
山
　
正
紀

井
上
　
雄
一

イ
シ
ワ
タ 

マ
リ

田
中
　
法
男

荒
川
　
浩
司

小
原
　
彰
紀

水
谷 

タ
ツ
ヤ

議第5号 令和7年度福知山市一般会計補正予算（第
3号）

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × ×

− 議第5号　令和7年度福知山市一般会計補
正予算（第3号）の組み替えを求める動議

否
決 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇

○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対　※吉見茂久議員（福知山市議会公明党）は議長職のため表決に加わっていません。 
所属会派は、6月25日現在

会派別議員名（議決結果）

議　案

■議員別賛否一覧（賛否が分かれた議案のみ賛否状況を記載しています）

6月定例会の議決結果について

議第6号 福知山市議会議員及び福知山市長の選挙における選挙
運動用ポスターの作成の公営に関する条例の一部改正

議第7号 福知山市職員の勤務時間及び休暇等に関する条例
の一部改正

議第8号 福知山市職員の育児休業等に関する条例の一部改正

議第9号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
に関する条例の一部改正

議第10号 福知山市税条例の一部改正

議第11号 福知山市営住宅条例の一部改正

議第12号 財政調整基金の繰入れ

議第13号 物品の取得（パーティションテント、簡易ベッド）

議第14号 物品の取得（簡易トイレ）

議第15号 物品の取得（多機能型小型動力ポンプ付積載車ほか）

議第16号 物品の取得（スクールバス）

議第17号 物品の取得（学習者用タブレット型端末）

議第18号 損害賠償の額（車両の損害）

議第19号 損害賠償の額（利用者の損害）

議第20号 令和7年度福知山市一般会計補正予算（第4号）

■全員賛成で可決・同意となった議案
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問
　
公
設
三
和
診
療
所
は
、

昨
年
11
月
ご
ろ
か
ら
休
診
と

な
っ
て
い
る
中
で
、
地
域
医

療
の
確
保
、
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
加
え
て
、
予
防
と

治
療
の
一
体
的
整
備
を
行
う

目
的
で
設
置
さ
れ
て
い
る

「
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
」
と
し
て
、
再
開
す
る
こ

と
を
提
案
す
る
が
、
答
弁
を

求
め
る
。

答
　
三
和
地
域
に
お
け
る
医

療
の
確
保
に
お
い
て
は
、
関

係
機
関
と
も
相
談
を
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

本
定
例
会
に
三
和
地
域
に
お

け
る
医
療
機
関
の
利
用
状
況

の
実
態
把
握
を
す
る
た
め
の

調
査
費
用
の
予
算
を
提
案
し

て
お
り
、
可
決
す
れ
ば
調
査

結
果
も
参
考
に
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

問
　
国
保
直
診
施
設
の
整
備

運
営
に
は
地
方
交
付
税
や
、

へ
き
地
診
療
所
分
の
特
別
調

整
交
付
金
な
ど
、
国
な
ど
か

ら
の
財
政
支
援
も
あ
る
。
福

知
山
市
東
部
地
域
の
市
民
の

医
療
、
保
健
、
福
祉
の
拠
点

施
設
と
し
て
整
備
す
べ
き
だ
。

ま
た
、
医
師
の
派
遣
な
ど
に

つ
い
て
は
市
民
病
院
と
も
協

議
を
進
め
て
、
福
知
山
市
が

主
体
的
か
つ
早
急
に
、
国
民

健
康
保
険
診
療
施
設
の
設
置

検
討
を
行
う
こ
と
が
必
要
だ

が
、
答
弁
を
求
め
る
。

答
　
あ
ら
ゆ
る
方
向
性
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
。
　
（
健
康
福
祉
部
長
）

休診中の三和診療所

その他の質問

・物価高騰対策を問う
・地域情勢を反映した公有財産の利活用を
・PFAS汚染から市民の命と暮らしを守る対策は

三和診療所は国保直診で再開を
調査結果を参考に検討を進めたい

Q
A

　　　日本共産党福知山市会議員団

吉
よ し

見
み

　純
す み

男
お

  議員

ここが聞きたい！6月定例会ここが聞きたい！6月定例会
一 般 質 問一 般 質 問
各会派から17議員が質問に登壇！各会派から17議員が質問に登壇！質問議員

※所属会派は5月14日現在　　※掲載内容は、質問内容をもとに各議員が作成しています。　　※答弁者が同一の場合は、最後の答弁にのみ記載しています。
※質問・答弁・写真・資料などは、議員が一般質問を行った時点のものであり、発行日までの間に、状況に変化がある場合もありますので、ご了承ください。

１．日本共産党福知山市会議員団

吉
よ し

見
み

　純
す み

男
お

  議員
２．蒼士会

森
も り

下
し た

　賢
け ん

司
じ

  議員
３．無所属・維新議員団

岩
い わ

﨑
さ き

　崇
た か

央
ひ ろ

  議員
４．新政会

小
こ

松
ま つ

　遼
りょう

太
た

  議員
５．対話の時代

イシワタ　マリ  議員
６．地域政党ふくちやま

荒
あ ら

川
か わ

　浩
ひ ろ

司
し

  議員

７．福知山市議会公明党

足
あ

立
だ ち

　伸
し ん

一
い ち

  議員
８．新政会

井
い の

上
う え

　雄
ゆ う

一
い ち

  議員
９．蒼士会

野
の

田
だ

　晋
し ん

介
す け

  議員
10．無所属・維新議員団

塩
し お

見
み

　　聡
さとる

  議員
11．新政会

片
か た

山
や ま

　正
ま さ

紀
き

  議員
12．地域政党ふくちやま

小
お

原
は ら

　彰
あ き

紀
の り

  議員

13．地域政党ふくちやま

水
み ず

谷
た に

　タツヤ  議員
14．新政会

岡
お か

野
の

　天
た か

明
あ き

  議員
15．福知山市議会公明党

大
お お

谷
た に

　洋
よ う

介
す け

  議員
16．日本共産党福知山市会議員団

梶
か じ

原
わ ら

　秀
ひ で

明
あ き

  議員
17．日本共産党福知山市会議員団

中
な か

村
む ら

　初
は つ

代
よ

  議員

録画配信中！
一般質問の録画配信は、
各議員の二次元コード
からご覧になれます

スマートフォンからスマートフォンから
ご覧になれますご覧になれます
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問
　
大
阪
・
関
西
万
博
に
お

い
て
今
後
、
本
市
が
万
博
会

場
内
に
て
実
施
す
る
事
業
は
。

答
　
丹
波
漆
に
関
す
る
展
示

や
食
の
物
産
展
を
万
博
に
て

実
施
予
定
。（
市
長
公
室
長
）

問
　
大
阪
・
関
西
万
博
で
は
、

大
勢
の
観
光
客
が
来
ら
れ
て

い
る
が
、
本
市
へ
の
誘
致
は
。

答
　
市
の
観
光
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
府
の
万
博

誘
客
促
進
の
ブ
ー
ス
に
も
参

画
す
る
。

問
　
大
阪
・
関
西
万
博
で
は

国
外
か
ら
の
観
光
客
も
多
い
が
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
向
け
た
情

報
発
信
の
取
り
組
み
は
。

答
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
メ
イ

ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
東
ア
ジ
ア

に
設
定
し
、
海
外
の
旅
行
会

社
へ
情
報
発
信
し
て
い
る
。

問
　
京
阪
神
地
域
か
ら
の
観

光
客
誘
致
は
。

答
　
本
市
は
北
近
畿
の
交
通

の
要
所
を
生
か
し
、
滞
在
型

観
光
を
実
施
し
、
京
阪
神
地

域
か
ら
の
観
光
客
誘
致
も
図

る
。

問
　
北
近
畿
と
し
て
広
域
的

に
近
隣
市
町
と
連
携
し
、
観

光
客
誘
致
を
し
て
み
て
は
。

答
　
大
丹
波
観
光
推
進
委
員

会
に
参
画
し
て
お
り
、
鉄
道

を
利
用
し
た
誘
客
を
予
定
。

（
産
業
部
長
）

問
　
今
後
の
観
光
施
策
は
。

答
　
官
民
連
携
の
観
光
施
策

を
展
開
し
、
観
光
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
実
施
し
て
観
光

客
誘
致
を
図
っ
て
い
く
。

（
市
長
）

大勢の観光客で賑わう大阪・関西万博の会場内

その他の質問

・本市の上下水道管の現状と今後の安全対
策について

観光客が本市へ来てくれるには
官民連携で観光客誘致を図る

Q
A

　　　　　　無所属・維新議員団

岩
い わ

﨑
さ き

　崇
た か

央
ひ ろ

  議員

問
　
地
域
に
委
託
す
る
広
域

避
難
所
運
営
に
つ
い
て
、
導

入
に
至
っ
た
背
景
と
現
状
は
。

答
　
こ
れ
ま
で
市
職
員
に
よ

る
直
営
運
営
を
し
て
き
た
が
、

近
年
の
降
雨
集
中
化
・
激
甚

化
に
よ
る
気
象
状
況
の
急
激

な
悪
化
で
対
応
困
難
な
場
合

が
あ
る
。
令
和
3
年
3
月
の

市
避
難
の
あ
り
方
検
討
会
最

終
取
り
ま
と
め
で
、
地
域
住

民
で
運
営
を
す
る
モ
デ
ル
地

域
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
現
在
、
中
六
人
部
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
と
佐
賀
会
館

の
2
か
所
を
地
域
に
委
託
し

て
い
る
。

問
　
地
域
と
委
託
協
定
を
結

ぶ
際
の
取
り
決
め
内
容
は
。

答
　
運
営
を
す
る
派
遣
員
の

登
録
、
開
設
実
績
の
報
告
、

個
人
情
報
の
保
護
、
委
託
料

な
ど
を
取
り
決
め
て
い
る
。

問
　
地
域
住
民
に
運
営
を
委

託
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

答
　
市
職
員
の
到
着
を
待
た

ず
に
開
設
で
き
る
の
で
初
動

対
応
が
早
く
な
る
、
地
域
の

特
性
や
避
難
者
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
細
や
か
な
対
応
が
で

き
る
、
顔
見
知
り
が
運
営
し

て
い
る
安
心
感
、
住
民
の
防

災
意
識
が
高
ま
り
避
難
所
が

近
い
存
在
に
な
る
こ
と
な
ど

で
あ
る
。

問
　
今
後
、
ど
の
よ
う
な
地

域
か
ら
進
め
て
い
き
た
い
の

か
。

答
　
地
域
所
有
の
集
会
施
設

を
中
心
に
、
全
市
的
に
委
託

を
進
め
た
い
。

（
危
機
管
理
監
）

地域に運営を委託されている広域避難所

その他の質問
・内水対策をはじめとした今後の治水

対策は
・地域間交流促進に重要な国道や府道

の交通環境改善に向けて
・有害鳥獣対策の一層の強化を

広域避難所の地域委託の方向性は
全市的に委託を進めていきたい

Q
A

　　　　　　蒼士会

森
も り

下
し た

　賢
け ん

司
じ

  議員
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問
　
中
学
校
の
部
活
動
地
域

展
開
に
つ
い
て
、
現
状
と
今

後
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

答
　
令
和
5
年
度
よ
り
、
関

係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら

複
数
の
種
目
で
実
証
事
業
を

し
て
き
た
。
全
体
と
し
て
活

動
場
所
や
移
動
手
段
、
指
導

者
の
確
保
、
安
定
的
な
財
源

の
確
保
と
い
っ
た
共
通
の
課

題
が
あ
る
ほ
か
、
各
種
目
ご

と
に
あ
り
方
の
検
討
が
必
要
。

令
和
7
年
度
か
ら
は
運
営
を

民
間
委
託
す
る
。
国
の
動
向

も
注
視
し
つ
つ
令
和
9
年
度

以
降
早
い
時
期
ま
で
に
休
日

の
部
活
動
を
地
域
展
開
さ
せ

る
予
定
。「
も
っ
と
広
が
る
、

も
っ
と
つ
な
が
る
。
福
知
山

市
全
体
が
子
ど
も
た
ち
の
未

来
を
育
む
ス
テ
ー
ジ
」
を
理

念
と
す
る
基
本
構
想
を
現
在

準
備
し
て
い
る
。

問
　
「
子
ど
も
の
体
験
機
会

の
確
保
」
と
「
教
員
の
働
き

方
改
革
」
の
両
立
が
部
活
動

地
域
展
開
の
意
義
。
過
渡
期

で
は
あ
っ
て
も
、
多
様
な
大

人
の
共
通
認
識
を
つ
く
り
目

線
を
合
わ
せ
て
い
く
た
め
の

工
夫
を
。
学
校
現
場
や
家
庭

へ
の
周
知
は
？

答
　
学
校
現
場
、
児
童
生
徒
、

保
護
者
、
そ
し
て
地
域
の
理

解
が
極
め
て
重
要
。
様
々
な

手
段
を
用
い
て
わ
か
り
や
す

い
周
知
に
務
め
る
。

（
教
育
委
員
会
理
事
）

R7年度はさらに種目が増える予定

その他の質問
・「ベビーファースト宣言」を育てよう
・このまちをどう魅せたいか？～観光振興にお

ける市民参画とクビアカツヤカミキリ退治～

部活動地域展開、目線合わせを
わかりやすい周知に努める

Q
A

　　　　　　対話の時代

イシワタ　マリ  議員

問
　
居
場
所
プ
ラ
ス
多
様
な

学
び
の
選
択
肢
を
増
や
す
な

ど
の
意
味
で
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
を
民
間
委
託
す
る
考

え
は
。

答
　
全
国
的
に
公
設
公
営
は

減
少
し
、
民
間
委
託
を
す
る

ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
る
。

効
率
的
で
安
定
し
た
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
た
め
民
間
委
託
も

視
野
に
入
れ
て
い
く
。

問
　
給
食
に
つ
い
て
物
価
高

で
は
あ
る
が
、
量
も
質
も
充

実
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

答
　
食
材
費
が
値
上
が
り
す

る
中
、
旬
の
食
材
を
利
用
す

る
こ
と
や
調
理
方
法
も
工
夫

し
て
質
や
量
を
確
保
し
て
い

る
。
今
後
も
さ
ら
な
る
工
夫

に
努
め
て
い
く
。

（
教
育
部
長
）

問
　
0
歳
か
ら
2
歳
児
の
保

育
で
、
多
子
世
帯
で
き
ょ
う

だ
い
年
齢
が
近
い
か
離
れ
て

い
る
か
で
大
差
が
あ
る
。
所

得
は
同
じ
で
も
、
年
齢
が
近

い
と
半
額
や
無
料
で
、
年
齢

が
離
れ
て
い
る
と
年
間
最
大

87
万
円
ほ
ど
の
保
育
料
が
本

市
で
は
か
か
る
家
庭
が
存
在

す
る
。
こ
の
状
況
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

答
　
多
子
世
帯
に
お
い
て
は
、

国
や
京
都
府
の
負
担
軽
減
措

置
が
あ
り
、
そ
の
支
援
制
度

で
公
平
性
が
担
保
さ
れ
て
い

な
い
と
ま
で
は
言
わ
な
い
が
、

近
畿
市
長
会
を
通
じ
、
国
に

対
し
て
全
世
帯
を
対
象
に
保

育
料
無
償
化
の
要
望
を
し
て

い
る
。（

子
ど
も
家
庭
部
長
）

子育てにやさしいまちづくりを進めていく
本市ベビーファースト宣言

その他の質問

・本市独自の人口減少の分析と対策につ
いて

多子世帯保育料無償の考えは
保育料無償化の要望をしている

Q
A

　　　　　　新政会

小
こ

松
ま つ

　遼
りょう

太
た

  議員

※中学校部活動地域展開…これまで学校のみが担ってい
た部活動を地域との連携で行う全国的な取り組み。「地
域移行」から「地域展開」へと呼び方が見直された。
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問
　
福
知
山
市
は
昨
年
8
月

に
循
環
型
森
林
ビ
ジ
ョ
ン
を

発
表
し
た
。
計
画
策
定
に

至
っ
た
背
景
と
経
緯
、
目
的

を
聞
き
た
い
。

答
　
森
林
は
私
た
ち
へ
の
木

材
供
給
の
ほ
か
多
面
的
機
能

を
持
っ
て
い
る
が
、
福
知
山

市
に
は
70
年
に
達
す
る
樹
齢

の
森
が
多
く
、
既
に
伐
採
期

に
入
っ
て
い
る
。
木
材
生
産

機
能
に
重
点
を
置
き
再
造
林

に
よ
り
、
持
続
可
能
で
、
豊

か
な
機
能
を
発
揮
す
る
森
林

を
目
指
し
て
い
く
。（

市
長
）

問
　
森
林
管
理
を
適
切
に
進

め
る
に
は
、
森
林
の
地
理
的

状
況
な
ど
を
見
て
、
導
く
べ

き
森
林
の
姿
を
描
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な

場
所
で
、
ど
う
い
う
森
林
を

作
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

る
か
。

答
　
木
材
生
産
に
適
し
た
施

業
条
件
の
良
い
ゾ
ー
ン
を
設

定
し
、
伐
っ
て
植
え
て
育
て

る
循
環
型
施
業
で
単
層
林
を

育
成
す
る
。

問
　
進
捗
状
況
は
。

答
　
二
つ
の
林
業
事
業
体
と

協
定
を
結
び
、
整
備
の
着
手

に
向
け
室
・
市
寺
地
区
と
協

議
を
進
め
て
い
る
。

（
産
業
部
長
）

獣害から幼木を一本一本守るシェルターを
設置した山林

その他の質問

・福知山市の推進している「自伐型林業」につ
いて
・新地方公会計制度導入後の活用状況と課題に

ついて

循環型森林ビジョン策定の目的は
豊かで持続的な森の再生を目指す

Q
A

　　　　　　福知山市議会公明党

足
あ

立
だ ち

　伸
し ん

一
い ち

  議員

問
　
過
去
5
年
間
の
不
適
切

事
案
件
数
と
損
害
額
は
。

答
　
不
適
正
事
務
に
か
か
る

懲
戒
処
分
を
行
っ
た
件
数
は

9
件
で
損
失
額
は
約
34
万
円
。

こ
れ
は
、
空
き
家
の
管
理
で

相
続
権
の
誤
っ
た
認
識
に
よ

り
、
相
手
側
が
相
続
放
棄
手

続
き
を
と
ら
れ
た
損
害
を
賠

償
し
た
も
の
な
ど
で
あ
る
。

問
　
他
市
で
、
職
員
ミ
ス
の

損
害
額
を
補
填
し
た
例
は
。

答
　
東
京
都
練
馬
区
で
、
源

泉
所
得
税
の
納
付
が
遅
れ
、

追
徴
課
税
が
生
じ
、
地
方
自

治
法
に
基
づ
き
課
長
2
人
に

賠
償
を
求
め
た
も
の
が
あ
る
。

（
総
務
部
長
）

問
　
市
の
ミ
ス
に
よ
る
損
失

額
は
、
公
務
員
損
害
賠
償
保

険
な
ど
、
何
ら
か
の
補
填
が

必
要
と
考
え
る
が
。

答
　
地
方
自
治
法
に
よ
る
職

員
へ
の
賠
償
命
令
や
国
家
賠

償
法
の
公
権
力
の
行
使
に
当

た
る
職
員
へ
の
求
償
は
、
故

意
ま
た
は
重
大
な
過
失
が
あ

る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
い

る
。
職
員
に
「
故
意
ま
た
は

重
大
な
過
失
」
が
あ
っ
て
、

市
に
損
害
を
生
じ
さ
せ
た
場

合
は
、
保
険
加
入
の
有
無
を

問
わ
ず
、
賠
償
命
令
や
求
償

を
行
っ
て
い
く
。

（
市
長
公
室
長
）

「公務員賠償責任保険」の案内

その他の質問
・ひとり親家庭奨学金の実績と効果について
・公営住宅の入居者減少の課題と「空き室」の

有効活用は
・特定外来生物「クビアカツヤカミキリ」の対策は

行政ミスの損失は補填が必要では
故意や重過失の場合は求償を行う

Q
A

　　　　　　地域政党ふくちやま

荒
あ ら

川
か わ

　浩
ひ ろ

司
し

  議員
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問
　
分
離
発
注
の
拡
充
が
地

域
経
済
の
活
性
化
に
繋
が
る

の
で
は
。

答
　
本
市
で
は
、
建
築
工
事

や
土
木
工
事
・
舗
装
・
電
気

な
ど
工
種
に
基
づ
い
て
発
注

を
行
っ
て
お
り
、
受
注
機
会

の
確
保
に
努
め
て
い
る
。
競

争
原
理
を
基
本
に
、
指
名
競

争
入
札
に
お
い
て
、
業
者
育

成
の
観
点
か
ら
地
元
業
者
を

優
先
に
配
慮
を
し
て
い
る
。

今
後
も
、
可
能
な
限
り
分
離

発
注
に
よ
る
入
札
の
参
加
機

会
確
保
に
努
め
て
い
く
。

（
総
務
部
長
）

問
　
公
共
工
事
に
お
け
る
入

札
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
展
望
は
。

答
　
地
元
建
設
業
者
は
建
物

や
イ
ン
フ
ラ
を
造
る
だ
け
で

な
く
地
域
社
会
全
体
の
安
心

安
全
に
深
く
関
与
し
て
い
る
。

地
域
社
会
の
担
い
手
と
し
て

非
常
に
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
お
り
、
地
元
業
者
な
ら
で

は
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
地
域
特
性

を
生
か
し
た
対
応
は
大
き
な

強
み
と
な
っ
て
い
る
。
福
知

山
市
公
契
約
大
綱
に
基
づ
き

公
正
で
透
明
な
入
札
事
務
を

実
施
す
る
と
と
も
に
業
者
の

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
た
、
地
元
業
者
に
対
す
る

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
つ
い
て

も
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
市
長
）

分離発注の拡充でより多くの入札機会確保を

その他の質問

・医療費後払いクレジットサービス導入の効果
検証と今後の運用方針について

分離発注拡充の考えは
入札の参加機会確保に努める

Q
A

　　　　　　蒼士会

野
の

田
だ

　晋
し ん

介
す け

  議員

問
　
福
知
山
市
上
下
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
な
ど
に
基
づ
く
更
新

改
築
計
画
の
具
体
的
内
容
を

問
う
。

答
　
上
下
水
道
管
の
老
朽
化

対
策
は
、
重
要
施
設
の
排
水

管
や
漏
水
対
策
を
優
先
し
、

設
置
か
ら
45
年
以
上
経
過
し

た
下
水
道
管
は
カ
メ
ラ
調
査

で
劣
化
が
進
ん
だ
も
の
か
ら

更
新
。
平
成
6
年
度
以
前
の

管
路
は
目
視
点
検
を
行
い
、

7
月
に
調
査
完
了
予
定
。

問
　
対
策
や
整
備
計
画
に
つ

い
て
市
民
へ
の
情
報
発
信
や

啓
発
活
動
は
ど
う
か
。

答
　
老
朽
化
状
況
や
整
備
方

針
は
上
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
や

経
営
戦
略
で
示
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
上
下
水
道
部
だ
よ

り
で
発
信
、
共
有
。

問
　
事
業
の
効
率
化
と
平
準

化
の
た
め
、
民
間
事
業
者
と

の
連
携
は
ど
う
か
。

答
　
水
道
事
業
は
平
成
31
年

度
か
ら
民
間
委
託
で
効
率
化

を
図
っ
て
い
る
。
下
水
道
事

業
も
包
括
的
民
間
委
託
の
導

入
に
向
け
検
討
中
。

問
　
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
は
、

人
材
確
保
と
技
術
継
承
が
重

要
。
職
員
増
員
と
技
術
継
承

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答
　
若
手
職
員
確
保
が
難
し

く
、
高
年
齢
化
が
進
む
中
、

増
員
は
現
実
的
で
な
い
。
民

間
事
業
者
と
の
連
携
で
技
術

を
共
有
し
、
安
心
安
全
で
持

続
可
能
な
上
下
水
道
事
業
を

構
築
し
推
進
。

（
上
下
水
道
部
長
）

水道管路改善工事

その他の質問

・子どもたちの命を守る登下校時の安全確
保について

効率的な管路の老朽化対策は
民間委託で効率化と技術共有

Q
A

　　　　　　新政会

井
い の

上
う え

　雄
ゆ う

一
い ち

  議員
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問
　
福
知
山
市
多
保
市
地
区

は
「
市
道
多
保
市
土
師
線
」

に
よ
り
、
同
一
自
治
会
内
で

「
市
街
化
区
域
」
と
「
市
街

化
調
整
区
域
」
に
分
断
さ
れ

て
お
り
、
道
路
右
側
の
「
市

街
化
区
域
」
に
は
住
宅
や
ア

パ
ー
ト
が
建
築
さ
れ
て
い
る

が
、
道
路
の
左
側
の
「
市
街

化
調
整
区
域
」
は
農
地
や
更

地
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

工
業
出
荷
額
や
総
従
業
員
数

が
毎
年
過
去
最
高
記
録
を
更

新
し
続
け
る
長
田
野
工
業
団

地
で
は
、
従
業
員
の
方
々
の

住
宅
建
設
用
地
や
ア
パ
ー
ト

が
不
足
し
、
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
い
る
と
聞
く
が
、
長

田
野
工
業
団
地
の
利
活
用
増

進
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
、
ま
た
定
住
人
口
増
加
に

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

多
保
市
地
区
を
は
じ
め
と
す

る
工
業
団
地
周
辺
の
新
た
な

「
50
戸
連
た
ん
区
域
」
の
指

定
が
必
要
と
考
え
る
が
市
の

見
解
を
問
う
。

答
　
長
田
野
工
業
団
地
の
周

辺
地
域
に
お
い
て
「
50
戸
連

た
ん
制
度
」
の
趣
旨
と
要
件

を
満
た
す
候
補
地
が
あ
れ
ば
、

制
度
の
活
用
を
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。
ま
た
、
そ
の
他

の
地
域
に
お
い
て
も
公
共
施

設
の
整
備
状
況
や
災
害
リ
ス

ク
を
踏
ま
え
、
新
た
な
区
域

指
定
に
向
け
て
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
。

（
建
設
交
通
部
長
）

区域区分（線引き）による住宅建設の可否境界線
（多保市）

その他の質問

・郵便局との連携による行政サービスの向上と
地方創生の推進について
・夜間における公共交通（タクシー）の維持確

保対策について

新たな「50戸連たん」の指定を
区域指定向けて検討を進めたい

Q
A

　　　　　　新政会

片
か た

山
や ま

　正
ま さ

紀
き

  議員

問
　
内
水
対
策
完
了
を
踏
ま

え
た
「
総
合
的
な
治
水
対
策

の
被
害
軽
減
効
果
」
が
令
和

4
年
12
月
21
日
に
、
国
土
交

通
省
近
畿
地
方
整
備
局
、
福

知
山
河
川
国
道
事
務
所
か
ら

出
さ
れ
た
。
平
成
26
年
8
月

豪
雨
と
同
じ
雨
量
で
も
床
上

浸
水
被
害
は
お
お
む
ね
解
消

さ
れ
る
と
あ
る
が
、
令
和
6

年
3
月
発
行
の
本
市
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
そ
の
被
害
軽
減

効
果
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い

理
由
は
。

答
　
当
時
を
超
え
る
降
雨
が

あ
れ
ば
同
規
模
の
被
害
も
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
災
害

リ
ス
ク
と
し
て
過
去
最
大
の

内
水
被
害
を
記
載
し
て
い
る
。

（
危
機
管
理
監
）

問
　
内
水
対
策
が
完
了
し
た

エ
リ
ア
は
、
立
地
適
正
化
計

画
の
居
住
誘
導
区
域
と
都
市

機
能
誘
導
区
域
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
令
和
2
年
8

月
に
宅
地
建
物
取
引
業
法
改

正
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
提

示
し
水
害
リ
ス
ク
の
説
明
が

義
務
付
け
ら
れ
た
。
い
つ
ま

で
も
過
去
の
水
害
デ
ー
タ
を

用
い
る
の
で
は
な
く
、
不
動

産
取
引
の
活
性
化
も
見
据
え
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
直
す

べ
き
で
は
。

答
　
過
去
最
大
の
被
害
を
記

載
し
、
災
害
リ
ス
ク
の
軽
減

と
回
避
の
検
討
を
行
っ
て
い

る
た
め
、
見
直
し
の
必
要
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

（
建
設
交
通
部
長
）

総合的な治水対策完了により浸水エリアが大幅に
解消されるシュミレーション

（出典：福知山河川国道事務所）

その他の質問

・花火大会における市の事務手続きについて

治水対策後のハザードマップへ
見直しの必要はない

Q
A

　　　　　　無所属・維新議員団

塩
し お

見
み

　聡
さとる

  議員

※50戸連たん制度…「市街化区域」に隣接する「市街化調整区域」において一定の
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問
　
マ
ス
ク
を
外
せ
な
い
児

童
が
一
部
に
お
り
、
保
護
者

も
心
配
し
て
い
る
。
学
校
ご

と
に
対
応
が
異
な
る
よ
う
だ

が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
マ

ス
ク
常
用
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
通
知
し
て
い
る
の
か
。

答
　
令
和
5
年
3
月
、
文
科

省
の
通
知
を
受
け
、
本
市
教

育
委
員
会
は
「
マ
ス
ク
の
着

用
を
求
め
な
い
こ
と
を
基

本
」
と
し
、
各
学
校
に
通
知
。

熱
中
症
等
の
健
康
リ
ス
ク
に

も
配
慮
し
、
必
要
に
応
じ
た

指
導
を
行
っ
て
い
る
。

（
教
育
長
）

問
　
マ
ス
ク
を
常
用
す
る
こ

と
で
、
子
ど
も
の
発
達
や
健

康
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
か
。

答
　
感
染
症
予
防
や
安
心
感
、

ア
レ
ル
ギ
ー
軽
減
な
ど
の
効

果
は
あ
る
一
方
、
表
情
が
見

え
に
く
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
り
に
く
い
、
声

が
聞
き
と
り
づ
ら
い
な
ど
の

影
響
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。

問
　
改
め
て
「
マ
ス
ク
常
用

は
不
要
」
と
学
校
現
場
に
明

確
に
指
導
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
　
教
育
委
員
会
と
し
て
は

着
用
を
求
め
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
つ
つ
、
個
々
の
健
康

状
態
や
保
護
者
の
意
向
を
踏

ま
え
、
児
童
生
徒
が
判
断
で

き
る
環
境
を
尊
重
し
て
い
る
。

（
教
育
委
員
会
理
事
）

マスクを着用している子ども

その他の質問

・農地減少の現状について

小中学校のマスク着用について
マスク着用を求めないことを通知

Q
A

　　　　　　地域政党ふくちやま

水
み ず

谷
た に

　タツヤ  議員

問
　
関
西
国
際
空
港
で
の
事

前
P
R
、
台
湾
で
の
商
談
会
、

万
博
会
場
で
の
イ
ベ
ン
ト
披

露
な
ど
は
、
ど
の
よ
う
な
目

的
を
も
っ
て
実
施
さ
れ
た
の

か
。

答
　
大
阪
万
博
開
幕
前
に
観

光
P
R
、
台
湾
で
の
旅
行
会

社
と
の
商
談
会
。
開
幕
後
の

福
知
山
踊
り
、
大
江
山
酒
呑

百
鬼
夜
行
、
献
血
と
骨
髄
バ

ン
ク
に
関
す
る
展
示
は
、
国

内
外
の
観
光
客
誘
客
と
交
流

人
口
創
出
が
目
的
。（

市
長
）

問
　
万
博
関
連
で
の
出
典
に

対
す
る
反
響
は
。

答
　
関
空
で
約
千
人
が
来
場

し
、
福
知
山
城
な
ど
を
P
R
。

台
湾
で
は
35
社
と
商
談
。
会

場
で
の
福
知
山
踊
り
や
大
江

山
酒
呑
百
鬼
夜
行
の
披
露
に

は
、
立
ち
見
が
あ
る
な
ど
の

反
響
を
得
た
。
S
N
S
も
X
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
と
も
好
評

で
あ
る
。
（
市
長
公
室
長
）

問
　
来
場
者
の
反
応
な
ど
は
。

答
　
和
紙
し
お
り
へ
の
ス
タ

ン
プ
体
験
や
甲
冑
隊
の
お
も

て
な
し
と
記
念
写
真
撮
影
な

ど
効
果
的
な
福
知
山
の
P
R

に
つ
な
が
っ
た
。

（
産
業
部
長
）

問
　
今
後
の
展
開
は
？

答
　
鬼
伝
説
の
特
別
企
画
展

開
催
、
献
血
パ
ネ
ル
の
再
展

示
や
啓
発
活
動
の
継
続
。
地

域
文
化
や
観
光
資
源
と
し
て

の
育
成
、
市
民
参
加
型
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

（
市
長
公
室
長
）

好評を得た大江山酒呑百鬼夜行

その他の質問
・超高齢社会の課題解決に対する方策につ

いて
・芦渕浄水場PFAS除去施設の設置に係る

経緯と今後について
・元伊勢神宮を中心とした大江町観光資源

の活性化について

大阪万博関連の観光PRの成果は
鬼伝説や福知山踊りで効果を実感

Q
A

　　　　　　地域政党ふくちやま

小
お

原
は ら

　彰
あ き

紀
の り

  議員
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問
　
ど
の
よ
う
な
相
談
内
容

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
か
。

答
　
本
人
か
ら
の
相
談
内
容

と
し
て
は
、
身
寄
り
が
な
い

ま
た
は
疎
遠
で
あ
る
た
め
、

自
分
の
亡
き
後
の
葬
儀
や
財

産
等
の
扱
い
を
ど
う
す
れ
ば

良
い
か
と
い
っ
た
も
の
が
あ

り
、
死
後
の
事
務
や
遺
言
書
、

相
続
に
関
す
る
相
談
な
ど
、

法
的
な
専
門
家
に
対
応
い
た

だ
く
こ
と
が
望
ま
し
い
内
容

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

支
援
者
か
ら
は
、
頼
れ
る
身

寄
り
が
な
い
人
に
何
か
あ
っ

た
場
合
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
、

地
域
だ
け
で
は
対
応
が
困
難

で
あ
る
な
ど
の
相
談
も
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

（
健
康
福
祉
部
長
）   

問
　
市
長
の
市
民
に
寄
り
添

う
思
い
に
つ
い
て
。

答
　
市
民
の
皆
さ
ん
の
不
安

や
困
り
事
に
寄
り
添
い
、
お

一
人
お
一
人
に
応
じ
た
支
援

を
行
い
、
人
生
の
終
幕
を
意

識
し
な
が
ら
準
備
を
考
え
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
人
生
が
さ
ら
に
充
実

し
た
豊
か
な
も
の
と
な
り
、

暮
ら
し
て
い
け
る
、
そ
う
い

う
福
知
山
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
き
た
い
。（

市
長
）

社会福祉協議会での相談風景

その他の質問

・令和大合併を念頭に置いた、福知山市の人口確保対策
について
・開学10周年を迎える福知山公立大学の現状について
・東京大学、福知山公立大学の教育、合同研究プロジェ

クトの進捗度合いについて

終活問題の相談窓口はどこか
社会福祉協議会にあります

Q
A

　　　　　　福知山市議会公明党

大
お お

谷
た に

　洋
よ う

介
す け

  議員

問
　
三
和
、
夜
久
野
、
大
江

分
館
の
蔵
書
数
、
職
員
数
、

閲
覧
数
、
延
べ
床
面
積
は
。

答
　
蔵
書
数
は
、
三
和
が
2 

1
，
2
5
9
冊
、
夜
久
野
が

4 

3
，
4
1
8
冊
、
大
江

が
1 

4
，
1
0
1
冊
。
職

員
数
は
3
館
と
も
4
名
。
閲

覧
席
数
は
、
三
和
が
30
席
、

夜
久
野
が
47
席
、
大
江
が
8

席
。
面
積
は
三
和
が
2
7
6

平
方
メ
ー
ト
ル
、
夜
久
野
が

3
5
8
平
方
メ
ー
ト
ル
、
大

江
が
94
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
。
　
　
　
（
教
育
部
長
）

問
　
図
書
館
大
江
分
館
の
移

転
先
を
、
大
江
町
総
合
会
館

2
階
の
成
人
教
室
、
第
1
、

第
2
会
議
室
を
移
転
先
と
し

て
提
案
す
る
。
現
状
よ
り
約

1
・
5
倍
広
く
活
用
で
き
る
。

ま
た
、
代
わ
り
の
会
議
室
と

し
て
、
旧
大
江
町
時
代
の
議

会
議
場
を
転
用
し
て
は
ど
う

か
と
提
案
す
る
が
見
解
は
。

答
　
現
在
の
大
江
分
館
は
、

浸
水
被
害
対
策
と
し
て
、
ま

た
図
書
館
に
ふ
さ
わ
し
い
場

所
と
し
て
検
討
し
た
結
果
、

平
成
31
年
4
月
に
開
館
し
た
。

他
の
部
屋
を
図
書
館
と
し
て

利
用
す
る
に
は
、
本
な
ど
の

重
量
へ
の
耐
性
や
通
路
幅
の

確
保
な
ど
の
確
認
や
支
所
や

総
合
会
館
の
利
用
実
態
を
把

握
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
関
係
部

署
と
連
携
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。
　
　
（
教
育
長
）

大江町総合会館成人教室・第1第2会議室

その他の質問

・福知山市民病院の持続可能な地域医療を維持
するための収益力向上策について
・舞鶴市の由良川取水場構想について

図書館大江分館の移転について
関係部署と連携して検討する

Q
A

　　　　　　新政会

岡
お か

野
の

　天
た か

明
あ き

  議員
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問
　
学
校
体
育
館
は
子
ど
も

た
ち
の
学
習
・
生
活
の
場
で

あ
る
と
と
も
に
災
害
時
は
避

難
所
の
役
割
が
あ
る
。
近
年

は
猛
暑
日
が
続
き
、
空
調
設

備
の
設
置
は
緊
急
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
学
校
体
育
館

の
空
調
設
備
の
整
備
に
む
け

た
計
画
は
。

答
　
国
は
令
和
6
年
か
ら
の

10
年
間
で
空
調
設
備
の
整
備

を
加
速
化
す
る
よ
う
に
臨
時

特
例
交
付
金
を
設
け
た
。
実

態
把
握
を
し
て
、
今
年
度
中

に
整
備
計
画
を
策
定
す
る
。

（
教
育
部
長
）

問
　
体
育
館
に
お
け
る
現
在

の
暑
さ
対
策
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
「
福
知
山
市
立
学
校
に

お
け
る
熱
中
症
対
策
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
て
大
型
送

風
機
や
空
調
設
備
の
あ
る
部

屋
へ
の
移
動
な
ど
で
き
る
限

り
の
対
応
を
し
て
い
る
が
限

界
が
あ
る
。
体
育
館
の
空
調

設
備
に
つ
い
て
、
令
和
8
年

度
か
ら
実
証
的
に
モ
デ
ル
校

を
指
定
し
、
設
計
に
着
手
し

他
校
へ
展
開
を
し
て
い
き
た

い
。
　
　
　
　
（
教
育
長
）

問
　
広
域
避
難
所
の
暑
さ
対

策
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

答
　
短
期
間
の
避
難
で
は
空

調
設
備
の
整
っ
た
部
屋
を
活

用
し
て
い
る
。
地
震
等
の
大

規
模
災
害
に
備
え
て
ス
ポ
ッ

ト
ク
ー
ラ
ー
16
台
を
購
入
し

た
。
　
　
（
危
機
管
理
監
）

広域避難所になっている学校体育館

その他の質問
・由良川流域の治水対策について
・一人ひとりが大切にされるジェンダー平等施

策の推進を
・加齢性難聴の補聴器購入に公的補助を

学校体育館空調設備の早期設置を
令和8年度モデル校で設計を着手

Q
A

　　　日本共産党福知山市会議員団

中
な か

村
む ら

　初
は つ

代
よ

  議員

問
　
市
長
が
5
月
に
発
表
し

た
ベ
ビ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
宣
言

の
具
現
化
に
つ
い
て
質
問
し

ま
す
。
幼
児
の
健
全
な
発
達

を
考
え
た
と
き
、
広
い
ス

ペ
ー
ス
で
安
心
し
て
動
き
回

れ
る
室
内
環
境
や
、
室
内
で

使
え
る
遊
具
の
充
実
が
必
要

で
す
。
市
長
は
昨
年
の
選
挙

に
お
い
て
「
り
と
る
ハ
ピ
ネ

ス
の
機
能
拡
充
し
、
子
ど
も

の
室
内
あ
そ
び
場
を
充
実
し

ま
す
」
と
い
う
公
約
を
発
表

し
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
実

現
の
た
め
、
り
と
る
ハ
ピ
ネ

ス
の
ス
ペ
ー
ス
を
広
げ
る
な

り
、
移
転
し
ス
ペ
ー
ス
を
拡

充
す
る
な
り
の
構
想
を
お
持

ち
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ

を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

答
　
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る

た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
参
考
に
し
な
が
ら
施
設

の
在
り
方
を
検
討
し
た
い
で

す
。
（
子
ど
も
家
庭
部
長
）

問
　
三
和
荘
の
キ
ッ
ズ
ス

ペ
ー
ス
は
、
休
日
に
な
る
と
、

こ
こ
で
遊
ば
せ
る
目
的
で
来

ら
れ
る
親
子
連
れ
も
お
ら
れ

る
そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
改

築
に
入
る
成
和
コ
ミ
セ
ン
に

ぜ
ひ
と
も
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。

答
　
当
初
よ
り
子
ど
も
を
持

つ
来
館
者
に
安
心
し
て
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
や
授
乳
室

の
設
置
を
盛
り
込
ん
で
い
ま

す
。
　
　
　
（
教
育
部
長
）

三段池公園のりとるハピネス

その他の質問

・不登校問題をどうとらえ、どう対応すべきか
・健康で生活しやすいまちづくりのために
・戦後80年　戦争体験を風化させないために

ベビーファースト宣言の具現化を
成和コミセンにキッズスペース

Q
A

　　　日本共産党福知山市会議員団

梶
か じ

原
わ ら

　秀
ひ で

明
あ き

  議員
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  8月28日(木)　本会議〔提案理由の説明（補正予算、条例等）〕
  9月  8日(月)　本会議〔質疑～委員会付託（補正予算、条例等）、
　　　　　　　　　　　 提案理由の説明（決算）、一般質問〕
　　   9日(火)　本会議〔質疑～委員会付託（決算）、一般質問〕
　    10日(水)　本会議〔一般質問〕
　    11日(木)　各所管別委員会〔条例・その他〕
　    12日(金)  予算審査委員会〔補正予算〕
　    16日(火)　予算審査委員会〔補正予算〕、討論・採決
　    22日(月)　本会議〔委員長報告～採決（補正予算、条例等）〕
　    24日(水)　決算審査委員会（所属別質疑）
　    25日(木)　決算審査委員会（所属別質疑）　　　　令和6年度決算を集中審査!!
　    26日(金)　決算審査委員会（所属別質疑）
　    29日(月)　決算審査委員会（予備日）
10月  7日(火)　決算審査委員会（総括質疑） 
　　  ８日(水)　決算審査委員会（自由討議）　　　 決算審査をふまえた「議員間自由討議」
　　 20日(月)　決算審査委員会（政策提言の確認） 
　　 27日(月)　決算審査委員会（執行部との意見交換会、決算の討論・採決）　
　　 30日(木)　本会議〔委員長報告～採決（決算）〕
　　 31日(金) （ 会 期 ）

※この会議予定は、今後変更になる場合があります。また、このほかに全議員協議会などの会議を開催します。

9月定例会 の予定（65日間）

注目！

注目！
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本会議などのライブ
配信はこちらから

概要説明

処理施設視察

委
員
会
活
動
報
告

お
知
ら
せ

委 員 会 活 動 報 告
産業建設委員会

現状と課題を再認識
中丹地域有害鳥獣処理施設を現地視察

活
動
日

５
月
22
日
㈭

視
察
先

中
丹
地
域
有
害
鳥
獣
処

理
施
設（
大
江
町
三
河
）

令
和
７
年
２
月
に
、
当
該
施
設
に

て
焼
却
後
の
燃
え
が
ら
か
ら
、
産
業

廃
棄
物
埋
立
処
分
の
基
準
値
を
超
え

る
六
価
ク
ロ
ム
化
合
物
が
検
出
さ
れ

て
長
期
間
施
設
の
運
用
を
休
止
し
た

事
案
に
伴
い
、
そ
の
対
応
状
況
の
説

明
を
受
け
て
施
設
の
現
況
を
確
認
す

る
た
め
の
現
地
視
察
を
実
施
し
た
。

焼
却
炉
の
冷
却
装
置
の
不
具
合
に

よ
り
、
焼
却
炉
内
温
度
が
過
度
に
高

温
に
な
り
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
五
徳

か
ら
基
準
値
を
超
え
る
六
価
ク
ロ
ム

化
合
物
が
検
出
さ
れ
た
と
見
ら
れ
、

施
設
の
運
用
を
休
止
し
た
上
で
、
冷

却
装
置
の
修
繕
を
実
施
し
た
旨
の
説

明
を
受
け
た
。

ま
た
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
五
徳
を
ク

ロ
ム
フ
リ
ー
製
品
に
交
換
済
み
で
あ

る
事
を
確
認
し
た
。

４
月
下
旬
の
運
用
再
開
後
は
、
燃

え
が
ら
の
検
査
を
２
社
に
委
託
し
て

強
化
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

次
に
、
施
設
の
運
用
状
況
全
般
の

視
察
を
実

施
し
た
。

福
知
山

市
・
綾
部

市
・
舞
鶴

市
の
中
丹

３
市
に
よ
る
共
同
利
用
施
設
で
、
平

成
27
年
８
月
の
開
設
か
ら
間
も
な
く

10
年
を
迎
え
る
。
処
理
計
画
頭
数
は

年
間
４
２
０
５
頭
で
あ
る
が
、
令
和

６
年
度
で
は
９
７
２
５
頭
を
焼
却
処

理
し
て
お
り
、
実
に
２
倍
を
超
え
る

実
績
で
あ
る
。
そ
の
分
、
焼
却
炉
な

ど
に
か
か
る
負
荷
も
大
き
く
、
長
寿

命
化
や
将
来
の
大
規
模
改
修
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
運
用
し
て
い
る
旨
の

説
明
を
受
け
た
。

ま
た
、
焼
却
炉
で
発
生
す
る
排
ガ

ス
は
、
再
燃
炉
で
再
燃
焼
さ
せ
、
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
を
発
生
さ
せ
な
い
、
周

辺
環
境
に
十
分
配
慮
し
た
施
設
で
あ

る
こ
と
を
学
ん
だ
。

年
々
被
害
が
深
刻
化
す
る
有
害
鳥

獣
対
策
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
施

設
の
概
要
と
課
題
を
再
認
識
し
た
現

地
視
察
で
あ
っ
た
。



　６月２７日に庵我小学校３年生、７月１日に川口小学校３年
生が議場見学に来てくれました。広報広聴委員会の正副委員
長より、議場や市議会について説明した後、議場内で発言を
してもらい音声認識ソフトで自動的に文字に変換してモニター
に表示されるのを楽しく体験してくれました。今後も議場を気
軽に体感してもらう機会を作り、議会と市民の距離を縮めるこ
とに努めてまいります。

へようこそ

新
し
い
メ
ン
バ
ー
と
な
り
広

報
広
聴
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
ま
た
議
会
だ
よ
り
も

記
念
す
べ
き
１
５
０
号
と
い
う

こ
と
で
、
過
去
を
振
り
返
り
今

何
が
で
き
る
か
を
改
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
る
時
間
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
い

て
社
会
の
変
容
と
と
も
に
、
い

か
に
し
て
ま
ち
の
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
生
活
の
た
め
に
市
議
会

が
必
要
な
存
在
と
な
り
得
る
か
。

物
価
高
騰
や
人
口
減
少
高
齢
化

の
社
会
が
大
き
く
変
わ
る
中
で
、

た
だ
伝
え
る
広
報
で
は
な
く
双

方
向
の
発
信
や
市
民
の
声
を
市

議
会
と
し
て
広
く
深
く
聴
く
こ

と
が
で
き
る
か
。
そ
の
た
め
に

委
員
会
で
多
く
の
挑
戦
を
し
て

い
く
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
注
視
し

て
い
た
だ
き
、
市
議
会
の
広
報

広
聴
の
活
動
に
今
後
と
も
ご
理

解
ご
協
力
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
広
報
広
聴
委
員
会
　

　
　
委
員
長
　
小
松
　
遼
太
）

編
集
後
記
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問合せ先 福知山市議会事務局 〒620-8501　福知山市字内記13番地の1（市役所5階）
電話：0773-24-7031　FAX：0773-24-7080

本会議・委員会を傍聴しませんか
　本会議の傍聴は市役所本庁６階へ、委員会の傍聴は	本庁５階各委員会室へお越しください。団体
で傍聴を希望される方は、事前に市議会事務局までご連絡ください。

　手話通訳者・要約筆記者の派遣を希望される方は、事前に所定の用紙に必要事項を記入の上、市議会事務局へ
提出してください。
　申請書は、福知山市議会ホームページからもダウンロードできます。

手話通訳・要約筆記による本会議・委員会の傍聴ができます。

　議場内の発言を音声認識ソフトで自動的に文字に変換してモニターに表示します。（自動変換であり、誤変換
が生じることをご了承ください。）

本会議の傍聴席には、傍聴される方の聞きやすさ、
分かりやすさを支援するための設備があります。令和６年３月定例会から

議会公式SNS・インターネット配信
　福知山市議会では、市議会の情報を伝えるホームページ
や公式SNS（Facebook、Instagram）、また市議会の様
子を中継や録画で配信しております。ぜひフォローをして
議会の様子やそれぞれの議員の人となりをチェックしてく
ださい。

Facebook
二次元コード

Instagram
二次元コード

お
知
ら
せ



～創刊当時の想いに耳を傾けて～ ■取材者：小松遼太・イシワタマリ

「原点をたどる150号の旅」「原点をたどる150号の旅」
記念インタビュー

広告

議
会
だ
よ
り

N
o.150

●
発
行
日
／
令
和
7年
8月
  　
　
　
    ●

発
行
／
福
知
山
市
議
会
　
●
編
集
／
広
報
広
聴
委
員
会

福
知
山
市
字
内
記
13の

1　
　
　
　
 　
TEL.0773（

24）7031　
FAX.0773（

24）7080 

ふ
く
ち
や
ま
し
議
会
だ

よ
り
は
１
９
９
４
年
５
月
２

日
に
産
声
を
あ
げ
、
今
回

で
１
５
０
号
を
数
え
ま
し
た
。

節
目
を
迎
え
、
ど
ん
な
経
緯

で
誕
生
し
た
の
か
知
り
た
く

て
、
当
時
の
議
会
だ
よ
り
編

集
委
員
会
副
委
員
長
の
川
端

厚
男
さ
ん
か
ら
正
副
委
員
長

で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

　
「
ま
も
な
く
米
寿
で
当

時
の
記
憶
は
あ
ま
り
な

い
。
」
と
言
い
つ
つ
、
昭
和

54
年
に
40
歳
で
当
選
し
、
４

期
16
年
務
め
た
市
議
会
議
員

当
時
の
話
を
い
っ
ぱ
い
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
印
象
的

だ
っ
た
の
は
「
与
え
ら
れ

た
こ
と
を
手
を
抜
か
ず
一

生
懸
命
に

す
る
」
と

い
う
言
葉
。

神
戸
生
ま

れ
神
戸
育

ち
で
、
移

住
者
だ
か

ら
こ
そ
フ

ラ
ッ
ト
に

物
事
を
見

ら
れ
る
視

点
に
つ
い

て
も
多
く

の
こ
と
を

教
え
て
い

た
だ
き
ま

し
た
。

　
市
民
へ
の
報
告
義
務
が
あ

る
だ
ろ
う
と
ス
タ
ー
ト
に

至
っ
た
議
会
だ
よ
り
。
発

刊
当
時
は
議
会
事
務
局
が

リ
ー
ド
し
て
つ
く
っ
て
い
た

そ
う
。
今
の
議
会
だ
よ
り

は
、
「
カ
ラ
フ
ル
に
な
っ
て

読
み
や
す
い
。
毎
号
見
て
い

る
」
と
の
嬉
し
い
お
言
葉
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
発
刊
に
あ
た
っ
て
の
議
長

の
言
葉
の
中
で
も
、
や
は
り

「
北
近
畿
の
中
核
都
市
を
目

ざ
し
、
力
強
い
歩
み
を
続
け

る
」
と
い
う
言
葉
に
共
感
し

ま
す
。
政
治
は
人
を
幸
せ

に
す
る
た
め
に
あ
る
。
責
任

が
あ
る
も
の
が
市
民
や
ま
ち

を
守
る
の
だ
と
い
う
気
概
を

持
っ
て
ほ
し
い
と
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
議
場
や
過
去
の

ア
ル
バ
ム
や
集
合
写
真
を
見

て
、
懐
か
し
が
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
歴
史
を
紡
い
で
き
た

先
輩
と
話
を
す
る
貴
重
な
機

会
に
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
議
会
だ
よ
り
の
１
号

か
ら
１
５
０
号
ま
で
は
、
市

役
所
本
庁
５
階
議
会
図
書
室

で
閲
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま

た
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

次回の議会だよりに掲載の有料広告を募集しています。詳しくは、市議会事務局（TEL0773-24-7031）まで


